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戦     評 

 高岡第一はハーフコートマンツー、龍谷富山は２−１−２のゾーンディフェンで始まった。 

最初に流れを掴んだのは高岡第一。⑫のドライブから先取点を奪い、④のミドルシュートで 

得点する。プレッシャーを強くして龍谷富山に攻撃リズムを掴ませない。飛び込みオフェン 

スリバウンドでセカンドチャンスからも得点を狙う。さらに高岡第一⑪のパスカットからの 

速攻を決める。龍谷富山も速い展開で攻撃するが、高岡第一⑭のブロックで得点を許さない。 

攻守共に流れを掴みかけたが、龍谷富山⑤の３Ｐシュート２本を決めて点差を詰める。 

さらに龍谷富山④のドライブから⑥のジャンプシュート、⑯の速攻によって一気に逆転した。 

１Q１４-１３で龍谷富山のリードで終了した。２Q、龍谷富山のディフェンスは変わらずゾー 

ンディフェンス。高岡第一はゾーンを攻めきれることができず、シュートが決まらない。 

龍谷富山はじわりじわりと点差を離していく。攻めあぐむ高岡第一は T.Oを取る。しかし直後 

に龍谷富山⑥が速攻を決め一気に流れを引き寄せる。２Q高岡第一は６点しか得点できず、 

３３-１９で前半を終了した。後半、龍谷富山はマンツーマンにしてリバウンドを確実に奪い、 

速攻につなげて攻める。高岡第一は、ゾーンから速攻を仕掛けるがシュートが決まらず、差を 

詰めることができない。龍谷富山は２４秒いっぱいパスを回し、高岡第一をゆさぶり、⑤の 

３Ｐを軸にして得点を重ねた。３Q、４８-３３で終了。４Q序盤、高岡第一の⑧の３Ｐを決め 

オールコートマンツーマンでボールを奪い、追いつきたい。しかし、点差を詰めて行きたいが、 

シュート確率が低く、差を縮めることなく、ゲーム終了。龍谷富山は冷静に周りを見て、ボー 

ルを止めずにパスをつないで、得点積み重ね、２年ぶり２４回目優勝を果たした。 
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